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能越自動車道 (一般国道470号 )は、富山県西部と石川県能登半島地域の高速交通体

系の確立や沿線地域の活性化を目指し、北陸自動車道小矢部砺波」CTから高岡市、
氷見市を通り、石川県輪島市に至る路線として計画されました。

当調査事務所では、この能越自動車道建設計画に伴い、平成 4年度から発掘調

査。遺物整理の事業を実施しております。発掘調査事業は、今年度までに五社遺跡・

開群大滝遺跡 (小矢部市)・石名田木舟遺跡 (小矢部市・福岡町)。地崎遺跡 (小矢部市)・

簑島遺跡。江尻遺跡 (福岡町)・下老子笹川遺跡 (福岡町・高岡市)・近世北陸道遺跡。手洗

野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡・堂前遺跡 (高岡市)。 中尾茅戸遺跡。中尾新保谷内遺跡・ネ申

明北遺跡 (氷見市)の発掘を終了しました。

本書は、能越自動車道高岡北 IC～氷見 IC間 に所在するNE」 -15。 NEJ-16
(氷見市惣領)・ NE」 -17(氷見市矢田部)。 NEJ-18(氷見市上久津呂)の埋蔵文化
財包蔵地及び、正保寺遺跡 (氷見市飯久保)。 栗原A遺跡 (氷見市栗原)。 中谷内遺跡 (氷

見市中谷内)。 中尾横穴墓群・中尾茅戸遺跡 (氷見市中尾)における遺跡の範囲や、遺存

状態を把握するために実施した包蔵地確認調査の結果をまとめたものです。その結

果、路線内で、古墳時代・中世の惣領野際遺跡(NE」 -15)、 縄文時代・弥生時代・古

墳時代・古代・中世の惣領浦之前遺跡(NEJ-16)、 古代・中世の正保寺遺隊 古代の

栗原A遺跡、縄文時代・古墳時代・古代・中世の中谷内遺跡の一部を確認しました。調

査の成果が、今後の遺跡調査や研究等の一助になれば幸いです。

最後に、今回の調査にあたり、格別のご協力とご配慮をいただいた関係各位に深

く感謝申し上げます。

平成15年 3月

財 団法 人富 山県文化 振興財 団

埋 蔵 文 化 財 調 査 事 務 所

所  長  桃 野  真 晃



例   言

1 本書は平成14年度に氷見市飯久保 。惣領・矢田部・上久津呂・粟原・中谷内 。中尾地内の能越

自動車道建設予定地で実施した埋蔵文化財包蔵地の調査報告書である。

2 調査は富山県教育委員会の決定に基づき、財団法人富山県文化振興財団が国土交通省からの委託
を受けて実施した。

3 調査は財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所が実施し、調査第二課長 酒井重洋が

総括した。調査期間と調査員は次のとおりである。

NE」 -15(平成14年 5月 27日 ～ 5月 31日 )

調査員 主任 越前慎子、文化財保護主事 野口雅美・長瀬 出・田中昌樹
NE」 -16(平成14年 6月 3日 ～ 6月 6日 )

調査員 主任 越前慎子、文化財保護主事 野口雅美・長瀬 出・田中昌樹
NE」 -17(平成14年 7月 17日 ～ 7月 18日 。9月 24日 ～ 9月 26日 )

調査員 主任 越前慎子、文化財保護主事 野口雅美・長瀬 出 。田中昌樹
NE」 -18(平成14年 6月 18日 ～ 6月 20日 ・10月 30日 ～11月 1日 )

調査員 文化財保護主事 町田賢― 。長瀬 出

正保寺遺跡 (平成14年 9月 30日 ～10月 25日 )

調査員 文化財保護主事 長瀬 出

栗原A遺跡 (平成14年 6月 25日 ～ 6月 28日 )

調査員 文化財保護主事 長瀬 出

中谷内遺跡 (平成14年 6月 6日 ～ 6月 18日 ・11月 25日 ～12月 3日 )

調査員 主任 越前慎子、文化財保護主事 町田賢― 。野口雅美 。長瀬 出・田中昌樹

中尾横穴墓群 (平成14年 6月 19日 ～ 7月 5日 )

調査員 主任 越前慎子、文化財保護主事 長瀬 出

中尾茅戸遺跡 (平成14年 11月 19日 ～11月 20日 )

調査員 文化財保護主事 長瀬 出

4 発掘調査・資料整理・本書の作成にあたっては、下記の方々から御教示を頂いた。記して深甚な

る謝意を表したい。 (敬称略・五十音順 )

安念幹倫 。大野 究・高橋浩二・廣瀬直樹・山本正敏
5 本書の編集・執筆は全般を越前・長瀬が担当し、自然化学分析執筆は植木真吾 (パ リノ・サーヴ
ェイ株式会社)が行った。執筆分担については各文末に記した。

6 実測及びトレースは越前・野口・長瀬・田中が行った。
7 遺物の写真撮影は、調査第一課長 狩野 睦が行った。
8 貝類の同定はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、報文を得た。
9 出土遺物及び記録資料は、当埋蔵文化財調査事務所が一括して保管している。
10 トレンテー覧表には各層から出土した遺物の略号を記し、土層自体を検出していない場合は一で

示した。出土遺物の略号は次のとおりである。

縄土=縄文土器 墳土=古墳時代の上師器 土師=古代以前の上師器 須恵=須恵器

中止=中世土師器 土質=土師質土器 越瀬=越中瀬戸 伊万=伊万里 陶器 =産地不明陶器
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I 位置と環境
1 位置と地形 (第 1図 )
氷見市は、富山県北西部に位置し、三方を石動丘

陵・宝達丘陵 。二上丘陵に囲まれ、東は富山湾に面

している。宝達 。三上の両丘陵から派出した小丘陵

が谷間に小沖積平野をつくっており、能越自動車道

建設予定地は丘陵と小沖積平野を南北に縦断して走

っている。

今年度包蔵地確認調査を行った飯久保地内の正保

寺遺跡、惣領地内のNE」 -15・ 16、 矢田部地内の

NE」 -17、 上久津呂地内のNEJ-18、 栗原地内

の栗原A遺跡、中谷内地内の中谷内遺跡は、仏生寺

1正保寺遺跡
2 NE」 -15
3 NE」 -16
4 NE」 -17
5 NE」 -18
6栗原A違跡
7中谷内遺跡
8中尾横穴墓群
9中尾茅戸遺跡

冨山湾

0    4km

第 1図 調査地の位置
川とその支流である万尾川と中谷内川によって開析された十三谷平野と、平野に向かって舌状にのび

る丘陵上に点在する。中尾地内の中尾横穴墓・中尾茅戸遺跡は、上庄川流域に開けた上庄谷平野南縁

の丘陵裾部に所在する。

2 周辺の遺跡 (第 2図 )
調査対象地周辺は、丘陵と平野が入 り組んだ地形となっており、平野部は集落跡を主体とし、丘陵

上には古墳群や中世の山城跡が多くみられる。

正保寺遺跡 。NE」 -15。 16の周辺には、平野部に惣領古墳、丘陵上に光西寺古墳群・寺飯久保古

墳群があり、古墳時代から古代の遺跡として惣領遺跡・惣領B遺跡がある。中世には正保寺遺跡に隣

接して、狩野中務が築いたと伝えられる飯久保城跡がある。山麓の飯久保の集落は「城の下」と称し、

「鍛冶屋町」の地名が残る。「越中志徴」によると、狩野氏は戦国期には鞍骨山城、飯久保城、惣領砦

を構え、一帯を領したとされる。その他に神代城跡、堀田城跡等の山城が丘陵の尾根に密集している。

飯久保後山遺跡は、縄文・弥生時代の散布地で、近世の塚もある。

NE」 -17が所在する矢田部地区周辺では、丘陵裾に中世の散布地である矢田部六反坪遺跡・矢田

部ナカタ遺跡等がある。

NE」 -18。 19・ 粟原A遺跡周辺には、古 くは縄文・古墳時代の散布地である上久津呂ゴダング山

遺跡がある。古墳から古代の遺跡としては、平野部に上久津呂A・ B遺跡等があり、中世には丘陵上

の上久津呂城跡や、丘陵裾に上久津呂C遺跡の中世墓等がある。

栗原A遺跡から小丘陵を隔てた北側には、中谷内遺跡が丘陵裾部から平野部にかけて広がっており、

さらに北側の丘陵を越えた裾部に中尾茅戸遺跡・中尾横穴墓 (推定地)がある。周辺には、縄文時代

の遺跡として丘陵上に荒館 B遺跡、平野部に大野沢遺跡がある。弥生時代の遺跡としては丘陵裾部に

鞍川横羽毛遺跡、平野部に沖布A遺跡、谷部に坂津 B遺跡があり、古墳時代には合計37基の古墳が群

集する泉古墳群・泉往易古墳群がある。古代には、平野部に大野南遺跡・泉中尾廃寺等があり、丘陵

上には炭焼窯状遺構のある中尾山田遺跡がある。また、大野周辺は「和名抄」にみえる射水郡の十郷

のひとつ、阿努郷に比定される。平安時代中期には源家賢が私領阿努庄とし、12世紀中頃に摂関家近

衛家領として伝領された。中世には、千久里山上に鎌倉・室町時代の千久里城跡や、山中に祭祀遺跡

である千久里岩屋堂遺跡、大量の埋納銭が出土した中尾ガメ山遺跡等がある。

― -1-



||II縄 文時代の遺跡

弥生時代の遠跡

古墳時代の遺跡

古代の遺跡

中世の遠跡

第 2図 能越自動車道路線内の埋蔵文化財包蔵地と周辺の遺跡 (1:50,000)
1.惣領古墳 2 光西寺古墳群 3.寺飯久保古墳群 4 惣領遺跡 5.惣領B遺跡 6 飯久保城跡 7 惣領砦 8 神代城跡
9.堀 田城跡 10 矢田部六反坪遺跡 11 矢田部ナカタ遺跡 12 上久津呂ゴダンダ山遠跡 13 上久津呂嵯 跡
14.上久津呂唯 跡 15.久津呂城跡 16.上久津呂C遠跡 17.荒館B遺跡 18 大野沢遺跡 19.鞍川横羽毛遠跡
20 沖布唯 跡 21 坂津B違跡 22 泉古墳群 23 泉往易古墳群 24 大野南遺跡 25 泉中尾廃寺跡 26.中 尾山田違跡
27 千久里山城 28_千久里岩屋堂還跡 29.中尾ガメ山遠跡

一
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Ⅱ 調査の経緯

1 調査の契機と既往の調査 (第 1表 )
能越自動車道 (一般国道470号 )は、富山県西部・能登地域の高速交通体系の確立及び地域活性化の

ため昭和62年の高規格幹線道路計画の一環として、石川県輪島市から富山県砺波市に至る延長約100km

の自動車専用道路として計画された。平成 2年にこの工事計画を受け、国土交通省 (以下、国土省 )

富山工事事務所・県教育委員会 (以下、県教委)。 河ヽ矢部市教育委員会で協議が行われ、小矢部市域

の分布調査を行うことが決定した。また、平成 4年度からは当財団が国土省から委託を受け発掘調査

を実施している。これ以降、能越自動車道関連の調査は、分布調査を県教委、確認調査を地元市教育

委員会及び当財団、本調査を当財団が主体となり平成 4年度から継続して実施している。

2 調査に至るまで
平成12年 3月 、県教委により能越自動車道高岡 IC～氷見 IC間 (氷見高岡道路)の分布調査が実

施された。その結果、NE」 -13・ 14,15。 16。 17・ 18。 19,20。 21の 9箇所の埋蔵文化財包蔵地と

1箇所の埋蔵文化財包蔵推定地を新たに確認するとともに、板屋谷内B古墳群、板屋谷内C古墳群、

中尾横穴墓群、中尾坊田遺跡、中尾新録谷内遺跡、飯久保城跡、正保寺遺跡、中谷内遺跡、粟原A遺

跡の 9箇所の周知の遺跡範囲を再確認した。

平成13年度、国土省の委託を受けて、当財回はNE」 -13・ 14・ 20。 21、 中尾新保谷内遺跡・中尾

坊田遺跡の調査を行った。その結果、五十里沼田遺跡 。堂前遺跡・神明北遺跡 。大野江淵遺跡を新た

に確認するとともに、中尾新保谷内遺跡 (中尾坊田遺跡は中尾新保谷内遺跡に統合)の範囲を確認した。

平成14年 4月 19日 、富山工事事務所において、国土省と財団の協議が行われ、昨年度より要望のあっ

た高岡北 IC～氷見 IC間のNE」 -15。 16。 17・ 18,19埋蔵文化財包蔵地、板屋谷内BoC古 墳群、
正保寺遺跡、栗原A遺跡、中谷内遺跡、中尾横穴墓、中尾茅戸遺跡隣接地のうち、用地買収が終了し

ているNE」 -15。 16。 17(う ち平野の一部)。 18(う ち平野部)、 栗原☆遺跡 (う ち山地部 )、 中谷

内遺跡、中尾横穴墓群の包蔵地確認調査を早期に実施してほしいとの要望があった。これを受けて財

団は5月 27日 から7月 18日 にかけて包蔵地確認調査を行った。

平成14年 9月 9日 、県庁において、県教委、国土省、財団の協議が行われ、ボックスエ事にかかる

NE」 -18(う ち山地部)、 トンネル坑口にあたる正保寺遺跡のほか、買収の終了したNEJ-17(平

野部の残 り)、 中谷内遺跡 (北側拡張部分)、 中尾茅戸遺跡隣接地の包蔵地確認調査を今年度中に終了

してほしいとの要望があった。これを受けて財団は9月 24日 から12月 3日 にかけて包蔵地確認調査を

行った。

第 1表 既往の調査一覧
*平成11年度以前の調査については、財団法人富山県文化振興財国1998・ 2001「能越自動車道関係埋蔵文化財包蔵地調査報告」を参照されたい。

年 慮 調査対象地 調査種類 調査主体 調査面積 (� ) 調査期間 調査結果

平成,2 高岡北 lC～氷見 ,C 分布 県教委 630,000 3/22～3/29 NE」 -15～ 21埋蔵文化財包蔵推定地を設定

板屋谷内 B・ C古墳群 中尾横穴墓群 中尾坊田遺跡

中尾新保谷内遺跡 飯久保城跡 正保寺遼跡 中谷内遠跡

粟原 A遠跡を確認
看坪岡田島遺跡 本発樋 財団 8002(延 17514) 5/22-‐ 12/19 古代 中世の集落を調査

平成13 岩坪岡田島遺跡 本発掘 財回 ,0,839(延 12435) 5/22～ 11/30 紹文時代前期の川、古代 中世の集落を調査

NE」 -13 包蔵地確認嗣杏 財 団 189(対象 ,4,570) 5/16-5/17 五十里沼田遺跡を設定

NE」 -14 財団 90(対象3700) 7/30～ 7/31 堂前遺跡を設定

NE」 -20 包蔵地確認調査 財 団 882(対象 18.100) 10/25～ 10/29 中尾茅戸遺跡を設定

NE」 -21 包蔵地確認調査 財 団 IO/9～ 10/29 神明北遠跡 '大野江淵遺跡を設定

堂前違跡 本発掘 財団 834(延 1668) 10/22-12/1, 縄文時代中期～後期の谷、古代の集落を調査

平成 14 神明北 本発掘 財回 3,120 7/3～ 9/25 古代・中世の集落を調査

中尾新保谷内 本発掘 財 団 9377(征 130771 古墳 古代 中世の集落を調査

中尾茅戸遺跡 本発掘 財国 古代の集落 を調杏
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Ⅲ 調査の概要
l NEJ-15埋 蔵文化財包蔵地 (惣領野際遺跡)
(1)調査対象地 (図版 1・ 2)

NE」 -15は、仏生寺川によって開析された十三谷とよばれる谷底平野に位置し、仏生寺川の支流

である鞍骨川を挟んで北はNE」 -16埋蔵文化財包蔵地となっている。現況は、水田である。標高は

北端で約7.8m、 南端で約8.4mを 測り、南の丘陵に向かって緩やかに高くなっている。

(2)調査の方法 (第 3図 )

幅約1.65m・ 長さ約20～ 50mの トレンチ (以下Tと する)を 15箇所設定し、重機により掘削を行い、

人力で遺構及び土層断面の検出を行った。調査対象面積は16,950♂、調査面積は1,064♂である。

遺跡の範囲は、調査の進展に伴って、当初埋蔵文化財包蔵地と推定されていた範囲を超えて南への

びることが予想されたため、南方へ向かって調査範囲を拡張した。

(3)基本層序

Ia層 現耕作土 黄灰色シルト (Ib層 と合わせて約50clla)

Ib層 盛土 灰色粘土

Ⅱ 層 中世包含層 白色粘土混灰色粘土質シル ト (約20cm)

Ⅲ 層 中世遺構面・古墳包含層 灰色粘土 (約30cm)

Ⅳ 層 古墳遺構面 灰色粘土

(4)調査の状況 (第 2表、第 3図、図版 5)

第 1遺構面 (Ⅲ層)で は、中世の遺構 (柱穴・溝・土坑)を検出した。遺構、遺物ともにT8～ 11

に集中しており、その付近に主体があると考えられる。

第 2遺構面 (Ⅳ層)で は、古墳時代の遺構 (竪穴住居 ?・ 溝・土坑)を検出した。数としては少な

いが、これは第 1遺構面で遺構を検出した部分では深掘 りを行っていないことにもよる。 6Tの西端

では遺構埋土と考えられる層から古墳時代の上師器が大量に出土しており、平面形は確認していない

が竪穴住居の可能性がある。第 2遺構面の地表からの深さはTlで約1,6m、 T3・ 6で約 lm、 T12

で約08mと 、南方に向かうにつれやや高くなっていくようである。

地震痕跡として噴砂も検出されている。少数であるため具体的な地震年代は明らかにできないが、

確認した噴砂は中世遺構面まで上がり、中世包含層を突き抜けるものはない。また、溝等の遺構の埋

上が地震のために乱され、平面形が歪んだと考えられるものがT9付近で多く見られた。

トレンチ番号 全長 (m) 遺構画深度(m) 1層 I層 II層 V層 遺構

Tl 50 16(lV層 ) 土師、越瀬、伊万 須恵 穴 2・溝 2

T2 50 06(V層 ) 珠フ| 土師 穴 3・溝 2

T3 50 10(IV層 珠洲・越瀬・陶器 土 師 lle土 穴 4

T4 10(V層 須恵・土師 溝 1

T5 07(II層 須恵・上師・伊万 土 師 穴 2・溝 1

T6 08(IV層 珠洲・青磁 越瀬 竪穴住居 ?(古墳土)

T7 10(lV層 珠〃| 穴 1 噴砂
T8 08(lVチ 冒 土師 珠洲 珠洲 溝 ?1
T9 09(lVチ 詈) 須恵・珠洲・青磁・伊万里 穴 11清 4

T 0 06(1層 ) 珠洲・白磁・伊万・唐津・砥石・銭 珠洲・青磁・鉄津 穴 9・溝 3

T 09(V'冒 ) 珠洲 土 師 穴 4

T 2 08(Vサ詈) 須恵・土師・中止 瀬戸 穴 1・ 溝 1

T 3

T 須恵・土師

T 5

第 2表 NEJ‐ 15ト レンチー覧

―-4-



エ

…
・
一
寸
―
―
―
―
―
」
T8

Ｔ
‐
３

Ｔ
‐
５

１

市 道 飯 久 保 ・ 領 境 線

| 
  
 1
包
蔵
地
確
認
調
査
対
象
地

| 
  
 1
本
調
査
対
象
地

||
||
1第
1遺
構
面
(中
世
)の
遺
構

||
||
1第
2遺
構
面
(古
墳
)の
遺
橋

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
50
m

0縄
文
時
代
の
遺
物

◆
弥
生
・
古
墳
時
代
の
送
物

▲
古
代
以
前
の
遺
物

■
中
世
の
遺
物

▼
近
世
の
遺
物

第
3図
 N
EJ
‐
15
ト
レ
ン
チ
位
置
図
(1
:1
,0
00
)



(5)出上遺物 (第 4図、図版 6)

遺物は、土師器 (古墳時代 )、 土師器 (古代)。 須恵器、中世土師器・珠洲
。青磁・瀬戸、伊万里・

唐津・越中瀬戸、銭 (近世)、 砥石、鉄淳が出土した。

1～■は古墳時代の上師器である。 1～ 4は壼である。 lは小型の壺で口縁は外方へ開く。 2は球

胴の壼の肩部で摩減が著しい。 3は大型の壷の口頸部で、端部外面に面をとり、内面はミガキを施す。

4はややつぶれた球胴の壼で、頚部外面に指頭圧痕、体部内外面にハケメが残る。 5～ 9は甕で、「く」

の字状口縁を呈する。 7は頸部がゆるくくびれる形態で、外面はハケメを施し、煤が付着する。10は

椀で口縁部は外反する。■は高杯の杯部で、外反し下端に稜をもつ。12は瀬戸重の顎部である。外面

には灰釉がかかる。13は 中国製青磁の碗である。内面及び外面の高台部分まで釉がかかり、見込みに

は型押し文を施す。14世紀頃のものである。14は、珠洲悟鉢である。口縁部は上部につまみ上げる。

13世紀前半頃のものである。

(6)調査の結果 (第 3図 )

第 1遺構面では中世、第 2遺構面では古墳時代の遺構が検出された。なお当初の調査予定範囲より

南方に遺跡の延長が認められ、遺跡の範囲を拡張した。本調査対象面積は、14,200♂ で、 2面あるた

め廷べ面積は28,400♂である。遺跡の名称は付近の字名から惣領野際遺跡とした。

当遺跡の近辺には、周濠をもつ 2基の円墳と推定されている惣領コツデラ古墳群、仏生寺川の改修

工事で地表下約 3mか ら古墳時代中期の遺物が出上した惣領追跡、埋葬主体部礫床及び直刀・管玉・

ガラス小玉・須恵器を検出し6世紀後半以降の築造とされる惣領古墳群など古墳時代の遺跡が多い。

また、今回の調査で、隣接するNE」 -16で は当遺跡よりやや時期が遡る弥生時代終末～古墳時代前

半の遺構面を確認した。今後、これらの遺跡調査によつて仏生寺川上～中流域の丘陵先端部から平野

部における開発過程の解明がなされるであろう。

別 2

/1＼
2

第 4図
T3(10)

NEJ‐15出上遺物 (1:4)
T6(1～9,11) T8(14) T9(13) T12(12)

-6-―



2 NEJ-16埋 蔵文化財包蔵地 (惣領浦之前遺跡 )
(1)調査対象地 (図版 1・ 2)

NE」 -16は、仏生寺川によって開析された十三谷とよばれる谷底平野に位置し、南は仏生寺川の支

流である鞍骨川を挟んでNE」 -15埋蔵文化財包蔵地となっている。北側は石動丘陵から派出した小丘

陵に接している。現況は田地である。標高はT4が最も高く約8.4mを測り、Tlでは約7.5mと 、山側
から平野狽1にかけて約 lmの高低差がある。T10では約7.6mで、東方へ向かっても低 くなっている。

(2)調査の方法 (第 5図 )

幅約1.65m。 長さ約35～ 70mの トレンチを10箇所設定し、重機により掘削を行い、人力で遺構面及

び土層断面の検出を行った。調査対象面積は10,200♂ 、調査面積は767♂である。

(3)基本層序

Ia層 表土 黄灰色シルト

Ib層 盛土 灰色粘土質シルト

Ic層 旧河川埋土 灰オリーブ色粘土質シルト

Ⅱ 層 古代 。中世包含層 灰色粘土質シルト (Om～約40cm)
Ⅲ 層 古代・中世遺構面、古墳・縄文包含層 オリーブ灰色粘土質シルト (約30cm)

Ⅳ 層 T3 縄文遺構面 にぶい責褐色粘土

T4・ 9 古墳遺構面 灰色粘土質シルト

Ⅱ層はT2で は約40ctlの厚さがあるが、T3～ 8では15～ 30cmで、T6・ 9。 10で は削平を受けて

残っていない。Ⅲ層はT3・ 4・ 9で、30cm前後の厚さを確認している。

Tlでは、鞍骨川の河川改修を行った際の埋土と思われる層が1.6m以上堆積 しており、県道以南に

遺跡の広がりは認められなかった。調査区中央には東西方向の旧河川埋土と考えられる層 (Ic層 )
が表上下で検出された。この埋土は深いところでは2.4m以上あり、遺構面は削り取られている。

(4)調査の状況 (第 3表、第 5図、図版 7)

第 1遺構面 (Ⅲ層)で は、古代と中世の遺構 (柱穴・溝・土坑)を検出した。特に旧河川より北側

の山裾部分に遺構が集中していた。

第 2遺構面 (Ⅳ層)では、平野側のT3で縄文時代の遺構 (土坑 )、 山側のT4。 9で古墳時代の遺
構 (溝・土坑)を検出した。縄文時代の遺構はT3で土坑を 1基確認しただけであるが、T2・ 3の

包含層から縄文土器の破片が多 く出土している。詳細時期を決定できる破片はほとんどないが、中期

中葉のものが 1点ある。古墳時代の遺構は旧河川より北側で検出した。T4の北側では遺構と思われ
る落ち込みを確認し、古墳時代の上師器が多く出土したが、T5で は全面を第 2面 まで掘 り下げてい

ないため、遺構のつながりは不明である。

トレンチ番号 全長 (m) 遺構画深度(m) 1層 H層 |1層 IV層 遺構

40

T2 03(1層 ) 縄土・珠フH 縄土・土師・須恵・珠洲・青磁 縄土・土師 穴 2(上師)

40 08(V層 ) 縄土・土師 縄土・土師 縄土 谷1(縄土・土師・須恵)・穴3(縄土)

08(lVサ詈) 墳土・土師・須恵・中土珠洲 須恵・土師・珠洲 墳土・土師・須恵 溝2(墳土・須恵・珠洲)・穴3

T5 04(1 層) 土師・須恵・珠洲 土師 穴17(土師)

03(II厄雪) 縄土・土師・須恵 珠洲・陶器 穴13(縄土・土師・須恵)

T7 03( 1厄雪) 土師・須恵 穴31(縄上・墳土・土師・須恵)

T8 02( 1厄雪) 須恵 土師 穴40(墳土・土師)

T9 06(VI詈 ) 縄土・上師,須恵 縄・須恵,土錘 溝 2(土師)・穴 3

T10 縄土・上師・須恵・珠洲

第 3表  NE」 ‐16ト レンチー覧
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(5)出土遺物 (第 6図、図版 8)

遺物は、縄文土器、土師器 (古墳時代 )、 土師器 (古代)・ 須恵器、中世土師器・珠洲・青磁、越中

瀬戸が出上した。

1～ 14は弥生終末期～古墳時代前期の上器である。 1は「く」字状の口縁で端部に面をとる。 2は

受け口状口縁の奏。 3～ 5は有段口縁の奏で、 3・ 5は外面にハケメ、内面にヘラケズリを施す。

6。 8。 9は器台である。 7・ 10は高杯の脚部である。■は蓋のつまみ部分である。12は椀である。

13は壼の口頸部である。14は把手である。上部と下部は欠損しており、胎土は粗い。15～ 22は須恵器

である。17～ 19は高台杯である。20は長頚壺である。21は小型壺の体部である。22は外面口縁部直下

に帯状の突帯を只占り付け口縁部から突帯までの間に平行叩きを施す。内面は口縁部直下より同心円当

て具を施す。23は土師器高台椀底部である。24は土師器椀である。25は青磁碗である。26。 27は珠洲

甕である。26は 13世紀後半から14世紀頃、27は 13世紀中頃のものである。28は木製の柄である。先端は

三角形を呈し、快ってくびれ部をもたせている。29は到物桶で、外面は焼けて災化 している。弥生終

末期から古墳時代前期にかけて盛行したものである。

(6)調査の結果 (第 5図 )

第 1遺構面では古代 。中世、第 2遺構面では弥生終末期～古墳前期・縄文の遺構が検出された。た

だし県道と鞍骨川に挟まれた部分は河川改修による攪乱を受けているため遺跡の範囲から除外する。

遺跡の名称は付近の宇名から惣領浦之前遺跡とした。本調査対象面積は9,900rで 、 2面あるため延ベ

面積は19,800♂である。 (越前慎子)
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3 NEJ-17埋 蔵文化財包蔵地
(1)調査対象地 (図版 1・ 2)

NE」 -17は、十三谷と呼ばれる仏生寺川流域の谷平野に位置する。南北を宝達丘陵から派出する

小丘陵に挟まれ、ほぼ中央を仏生寺川支流の矢田部川が東西に流れる。現況は、北側丘陵裾が宅地、

その他は田地・畑地である。標高は約 5～ 6mで、矢田部川に向かってわずかに下っている。

(2)調査の方法 (第 8,9図 )

幅約1.8m。 長さ約10～ 50mの トレンチを14箇所設定し、重機により掘削を行い、人力で遺構及び土

層断面の検出を行った。調査対象面積は14,890ば、調査面積は639ドである。

(3)基本層序

Ia層 現耕作土 にぶい黄色シルト質ロームなど (約30cm)

Ib層 盛土 灰色砂質ロームなど (約30cm)

Ic層 旧河川埋土 暗オリーブ灰色粘土質ロームなど (約35cm)

Ⅱ 層 遺物包含層 灰色粘土質シルトなど (約45cm)

Ⅲ 層 ピート混灰色粘土 (約30cm)

Ⅳ 層 黄灰色粘土

※ 下層確認のため一部で深掘 りを行い、現況面より約 2～ 3m掘削してみたところ、Ⅳ層の下に

貝層 (V層 )、 泥岩層 (Ⅵ層)を確認した。 (Ⅳ 自然科学分析 貝類の同定参照)

(4)調査の状況 (第 4表、第 8・ 9図、図版 9)

調査範囲南半に設定したT2～ 4。 11～ 14で、遺物を少量検出したものの、遺構は全 く確認されな

かった。また、遺物の大半は表土・盛土 (Ia・ b層 )か らの出土であり、 T ll Ⅲ層で検出された縄

文土器片を例外として、Ⅲ層以下は無遺物層である。Tl・ 2,■～14で は、矢田部川改修に伴う河

川埋土 (Ic層 )が検出されている。

(5)出土遺物 (第 7図、図版 9)

縄文土器、土師器・須恵器、瀬戸美濃、

1・ 2は非ロクロ成形の中世土師器。 3

4は縄文時代後期、前田式に比定される深

(6)調査の結果 (第 8,9図 )
NE」 -17埋蔵文化財包蔵地は、弥生時

代から近世にかけての散布地として登録さ

れているが、今回の調査範囲で遺跡を確認

することはできなかった。

青磁、中世土師器・珠洲・越中瀬戸などが出上した。

は土師器の有段口縁奏、古墳時代前期白江式に比定される。

鉢と思われる。

葛① M③ Щ り Щ つ        m

第 7図  NE」 …17出土遺物 (1:4)

懺
――
梯
‐縄Ψ
‐

全長 (ml 掘肖J深度 (m) IV層 遺構

Tl

T2 越 瀬

T 土 師 中止・越瀬 伊万・白磁

土師・密東 瀬華・者磁

T

T7 17

T

紹 土

T12 中土

11 筵東・越瀬

上師・珠洲

第 4表  NEJ‐ 17ト レンチー覧
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4 NEJ-18埋 蔵文化財包蔵地
(1)調査対象地 (図版 1・ 2)

NE」 -18は、仏生寺川の支流である万尾川右岸、宝達丘陵から派出した小丘陵斜面と、それに挟

まれた谷間に立地する。地形は谷奥から東方向の万尾川へ下つており、標高約12～ 14mを測る。丘陵

部は一段高く、比高差約 3m、 標高約18～ 21my現況は山林・田地である。

(2)調査の方法 (第 10図 )

幅約165m。 長さ約45～ 50mの トレンチを5箇所、幅約10m。 長さ約 6～ 30mの トレンチを4箇所、

計 9箇所設定し、重機及び人力により掘削を行い、人力で遺構及び土層断面の検出を行った。調査対

象面積は4,910♂、調査面積は477♂である。

(3)基本層序

谷 部

Ia層 現耕作土 にぶい責褐色砂質シルト (約40cm)

Ib層 盛土 暗オリーブ灰色砂質シルト (約 15～ 150cm)

Ⅱ 層 谷埋土 オリーブ黒色砂質シルトなど (約30～ 150cm)

Ⅲ 層 地 山 オリーブ灰色砂

丘陵部

Ia層 表土 黒褐色砂質ローム (約25cm)

Ib層 盛土 灰責掲色砂質ローム (約 10～ 75cm)

Ⅱ 層 地山 暗掲色粘土質シルト

(4)調査の状況 (第 5表、第10図、図版 9)

谷部に設定したTl～ 5では、谷埋上が厚 く堆積 しており、地山 (Ⅲ層)は部分的な深掘 りによっ

て確認したにすぎない。遺物は、縄文土器、土師器・須恵器、中世土師器・珠洲、越中瀬戸が少量出

上しているが、遺構は検出されていない。丘陵部 (T6～ 9)か らは、遺物はほとんど検出されず、

遺構も確認されなかった。T6南端部の盛土 (Ib層 )中 より、須恵器、珠洲、唐津・伊万里などが

出上しているが、斜面端部は崩落した際に盛 り土されており、遺跡に伴うものかは判然としない。な

お、調査範囲東端の丘陵斜面に横穴状の掘 り込みがみられたため、 トレンチ (T9)を設定し、前庭

部の有無の確認などを行ったが、関連遺構および遺物は検出されなかった。

(5)出土遺物 (図版 9)

図化していないが、縄文土器、土師器・須恵器、中世土師器・珠洲、越中瀬戸・唐津・伊万里など

が出上している。

(6)調査の結果 (第 10図 )

NE」 -18埋蔵文化財包蔵地は、平成11年度の分布調査で珠洲が採集され、中世の散布地として登

録されているが、今回調査を行った範囲では遺跡は確認されていない。

トレンチ番号 今岳
`mう

掘削深度 (m) la層 lb層 H層 II層 遺構

Tl 土師・珠洲 土師

T2 唐津 土師・須恵・越瀬

T3 縄土・土師・須恵・中止・珠洲 土師・珠洲

T4 土 師

T5 十 師

T6 17 06 密 煮

T7 07

TR

T0 6

第 5表  NEJ… 18ト レンチー覧
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5 正保寺遺
(1)調査対象地

正保寺遺跡は、仏生寺川の中流右岸、仏生寺・神代丘陵から十三谷に向かって廷びる小丘陵上から

裾部にかけて立地し、尾根続きに約300m北東には、中世城館として知られる飯久保城跡が位置する。

現況は山林・畑地 。田地などで、標高は約 9～ 51mと比高差約42mを測る。本遺跡は中世寺院跡と伝

えられ、平成 7年度に氷見市教育委員会が行った分布調査では、丘陵西斜面に石造物が散在している

のが確認されている。

(2)調査の方法 (第 11・ 12図 )

幅約1.Orn。 長さ約 3～25mの トレンチを19箇所、 1辺約2.Omの グリッドを3箇所設定し、人力によ

り掘削、遺構及び土層断面の検出を行った。なお、丘陵裾に設定したトレンチのうち、T13,14・

16・ 17・ 19は湧水が激しく、遺構の検出や土層断面の観察などは困難と判断し、欠番とした。調査対

象面積は16,950♂、調査面積は228♂である。

(3)基本層序

丘陵斜面

I  サ冒 表土・盛土 褐灰色ロームなど

Ⅱ 層 古代・中世遺物包含層 褐灰色粘土質ロームなど

Ⅲ 層 古代遺物包含層 灰黄掲色粘土質ロームなど

Ⅳ a層 古代遺構面 にぶい黄掲色シルト質ローム

Ⅳb層 地山 明黄掲色泥岩層

丘陵裾

Ia層 現耕作土 にぶい黄褐色粘土質シルトなど

Ib層 盛土 黒褐色粘土質シルトなど

Ⅱ 層 遺物包含層 オリーブ黒色粘土質シルトなど

Ⅲ 層 中世遺構面 灰色粘土

９
２版

跡

個

(4)調査の状況 (第 6表、第11

丘陵斜面に設定したT2～ 4・

のうちT8～ 10・ 20～ 25で は、

・12図、図版10)

6～ 11・ 20～ 27で、古代～中世遺物包含層であるⅡ層を検出し、

古代遺物包含層 (Ⅲ 層)を確認した。遺構は、 T6。 9。 10・

そ
　
２０

全長 (mi 遠構面深度 (m) 1層 H層 I層 IV a層 lV b層 遠構

Tl 3

T2 4

T3 7 02^レ07
T4 9

T5 8

6 9 07(IVa層 : 珠刃| 珠洲|

T7 8 03-14(lVa層 )
土 師

T9 8 18(IVa層 ! 十姉 1

0 10 OR-l AriVa層雪、 土師 土師 穴 1

T 1 4 須恵

T 土師・珠洲 珠洲1・ 石製品 土 坊

土師

瀬美 土師・珠洲

T20 04(Va層Ⅲ 土師・須恵・珠洲・鉄津 土師 大漏 1

T21 03(IVa層 Ⅲ 土 師 噴上・土師・伊万・煙管 丈溝 1

T22 1 OR(lVゐ 眉目Ⅲ 十 師 土師・中土・珠洲 土師 太溝 1

T23 04-l χ IVa層Ⅲ 土師 土師

T24 01-10`IVa層Ⅲ 土師・中止・珠洲・五輪塔 土師 溝 1・ 土坑 3・穴 1

T25 11 13(lVa層Ⅲ 土師 土坑 1

T26 02(lVゐ 層う 穴 1

T27

第 6表 正保寺遺跡 トレンチー覧
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第11図 正保寺遺跡 トレンチ位置図 (1)(1:1,000)
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～22・ 24～ 26の Ⅳ a層上面から、溝・土坑・穴を検出している。遺物は、土師器・須恵器、中世土

師器・珠洲などが出土しているが、大半は標高約41mと 50mに あるテラス状平坦面 (T20～ 23、 T
24～ 26)か らの出上で、特に下位平坦面で検出された大溝の丘陵頂部側に集中している。大溝は幅

約10～ 15m、 深さ約1.6mを測り、時期は出土遺物から9～ 10世紀代に帰属するものと想定される。

上位平坦面では、溝・土坑・穴を検出した。遺構の時期は、下位平坦面の大溝とほぼ同時期に比定

されるだろう。また、調査範囲南東端部に 1辺約 6mほ どの方形の盛り土がみられたため、 トレン
チ (T26)を設定したところ、柱穴と思われるピット1基が検出された。遺物を伴わないため時期は

|    1 包蔵地確認調査対象地

|    1 本調査対象地

―
 遺構

▲ 古代以前の遺物

■ 中世の遠物

0                            50m

1,000)

一-17-

第12図 正保寺遺跡 トレンチ位置図 (2)(1:



不明だが、建物の基壇と推定される。このほか上位平坦面の東端部 2箇所および丘陵裾の計 3箇所で、

五輪塔がまとめられ放置されているのを確認した。調査対象地北東半部 (Tl～ 5'27)か らは、遺

構および遺物は検出されていない。

丘陵裾に設定したグリッド3箇所のうち、南端に位置するT12で は、Ⅲ層上面で土坑が検出され、

覆土中からは珠洲橋鉢と石製品 (砥石 ?)が出土している。遺構の時期は、出土遺物から判断して15

世紀代と思われる。一方、北半部に設定したT15・ 18は、T12に比ベー段低 く、湧水が著しいため遺

構面を確認することができず、遺物も土師器や珠洲を数点検出するに止まった。

(5)出土遺物 (第 13図、図版10)

土師器・須恵器、中世土師器・珠洲・瀬戸美濃、伊万里、五輪塔 (空風輪)な どが出土している。

1～ 4は珠洲。 l～ 3は橋鉢で、 1は 8条 1単位の直線卸目が施される。 2。 3は ともに内面の摩減

が著しいが、卸目を放射状に限なく巡らす。 4は叩奏の回縁部破片。 1は吉岡編年Ⅲ～Ⅳ期、 2・ 3

はV～Ⅵ期、 4はⅣ期に比定できるだろう。 5～ 12は土師器。 5は奏の口縁～胴上部破片。口縁を内

側に折 り曲げ、内外面ともロクロナデが施される。 6は壷の底部破片。 7は有台杯の底部破片。 8～

11は無高台の郭。 8・ 9の体部は内湾し、 8の底部には回転糸切痕が残る。10。 11は 口縁部が外反す

る。12は有台皿。帰属時期は概ね 9世紀後半～10世紀の所産と思われる。

(6)調査の結果 (第 11・ 12図 )

今回の調査では、調査対象地の南西半部 (T6～ 12・ 20～26)において遺跡の広がりを確認した。

遺跡の時期は古代～中世で、丘陵斜面 (T6～ 11・ 20～ 26)では、 2箇所の平坦面を中心に古代遺跡

の広がりが確認された。当初、伝承される中世社寺や、尾根続きに近接する飯久保城跡との関連から

中世遺跡の存在が想定されていたが、丘陵上で確認することはできなかった。また、上位平坦面で基

壇状の盛 り上を確認したが、伝承される中世社寺との関連は明らかではない。一方、丘陵裾 (T12)

では、中世の遺構面を検出した。今回の調査対象地外であるが、仏生寺川に沿ってT12の南側に遺跡

範囲が広がる可能性は高い。

調査対象地の北東半部 (Tl～ 5。 15。 18・ 27)か らは遺構は確認されず、遺物もほとんど検出さ

れないため、遺構範囲からは除外する。以上の結果から、本調査対象面積は丘陵斜面 (古代 )、 丘陵裾

(中世)と もに単層で、約8,600♂である。

―
等
´

= =「

‐14 ラヽ

攀
liIぢ
=二=lrff●

T12(2・ 3)T20(6,7・ 9～ 12)
T24(卜 5・ 3)包 合層 (4)

0                               30cm

＼』 姦

o                             20cm欝.

4(4～ 12)、 1 :6(1～ 3))
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第13図 正保寺遺跡出土遺物 (1:



6 粟原 A遺跡
(1)調査対象地 (図版 3)

栗原A遺跡は、仏生寺川支流である万尾川上流の左岸、宝達丘陵から派出した小丘陵の斜面から裾

部にかけて立地する。標高は約 4～ 21mを測り、現況は畑地 。山林である。約250m上流の丘陵裾には、

遺物散布地 (時期不明)の栗原B遺跡が位置する。本遺跡は、平成 7年度の氷見市教育委員会が行っ

た分布調査において古墳時代後期から古代の遺物を採集し、古代 (奈良時代)の散布地として登録さ

れている。

(2)調査の方法 (第 15図 )

幅約1.OIn。 長さ約13～25mの トレンチを4箇所設定し、人力によって掘削、遺構及び土層断面の検

出を行った。調査対象面積は3,100r、 調査面積は76♂である。

(3)基本層序

丘陵部

I  サ言 表土黒 掲色シルト質ロームなど (約20cm)

Ⅱ 層 古代遺構面 にぶい黄褐色粘土質ローム

裾部

Ia層 現耕作土 暗灰責色砂質ローム (約20cm)

Ib層 盛土 責灰色粘土質ロームなど (約30cm)

Ⅱ 層 古代遺物包含層 黄灰色粘土質ローム (約 15can)

Ⅲ 層 古代遺構面 オリーブ灰色粘土など

※ 下層確認のため一部で深掘 りを行い、現況面より約 lm掘削してみたが、遺物包含層及び遺構
面を確認することはできなかった。

(4)調査の状況 (第 7表、第15図、図版11)

遺物包含層を確認できたのは丘陵裾に設定したT4のみで、古代遺物包含層であるⅡ層から土師器
や須恵器が少量ではあるが出上している。T4で は、Ⅲ層上面において溝 3条・土坑 2基 を検出して
いる。このうち東端に位置する土坑からは須恵器杯が伏せた状態で、また土坑の西脇にあたる遺構検

出面 (Ⅲ層)直上からは須恵器杯蓋が出上している。遺構の時期は検出された須恵器から判断して、

8～ 9世紀代に帰属するものと思われる。一方、丘陵斜面 (Tl～ 3)で はⅡ層上面で溝・土坑を検

出したが、現地表面から遺構検出面 (Ⅱ 層)ま では約20cmと 浅く、遺物包含層および遺物は確認され

ていない。そのため、遺構の帰属時期は明らかではないが、分布調査の結果などを踏まえて、丘陵裾

とほぼ同時期に比定されるものとしておきたい。

(5)出土遺物 (第 14図、図版11)

土師器 。須恵器、越中瀬戸が出上している。

l・ 2と もに須恵器。 1は ロクロ成形の郭蓋。頂部付

近を欠損するが、つまみを有するものと思われる。日縁

0                               20m

第14図 粟原A遺跡出土遺物 (1:4)

T4(1・ 2)

トレンチ番号 全長 (m) 遠構面深度 (m) 十a層 ib層 ‖層 ||1層 遺 構

Tl 03(H層 ) 土坑 2

T2 02(1層 ) 漏 2・土坑 2・穴 3

T3 13 02(1層 ) 土坑 1

T4 06(1 雁雪) 土師 越瀬 土師・須恵 溝 3・土坑 2

第 7表 粟原A遺跡 トレンチー覧
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端部は外反する。 2は無高台の不身―。底部は回転ヘラキリ、日縁端部がやや外反する。内外面ともロ

クロナデを施す。 8.～ 9世紀代の所産と思われる。

(o)調査の結果 (第 15図 )

今回の調査では、丘陵裾 (T4)において遺跡の広がりを確認した。遺跡の時期は古代で、8～ 9

世紀代を中心とすると思われる。丘陵斜面 (Tl～ 3)では遺物が検出されていないため詳細時期は

断定できないが、遺跡範囲は丘陵斜面を含め調査対象地全面に広がるものと想定される。以上のこと

から、調査対象地内の本調査を必要とする遺跡の範囲は、丘
―陵南西斜面から裾にかけて3,100ぜとなる。

なお、今回は調査対象地外であるが、市道上久津呂・粟原線を挟んで南側に広がる谷平野部へ遺跡

範囲が拡がる可能性はあり、今後調査による確認が必要と考える。また、約250m北西に位置する粟原

B遺跡は、時期不明ではあるが立地的にも距離的にも本遺跡と関連する可能性は十分考えられる。今

後の調査で両遺跡の関係が明らかになることを期待したい。

(長瀬 出)

|    1 包蔵地確認調査対象地   ▲ 古代以前の強物

|    1 本調査対象Ⅲ       ■ 中世の道物

||||1 遺構

o                      aha

第15図 粟原A遺跡トレンチ位置図 (1:1‐p00)
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7 中谷内遺跡
(1)調査対象地 (図版 3)

仏生寺川の支流である中谷内川に開析された谷底平野に位置し、南側と北側には石動丘陵から派出

した小丘陵がのびている。遺跡は平野部を中心に、丘陵上へも広がりが認められる。現況は、平野部

は水田、丘陵部は山林で、丘陵裾部は畑地、荒蕪地となっている。北側丘陵部の標高は、最も高いT

36で約22.2m、 丘陵裾のT7で約5.2mを 測る。南側丘陵部は最も高いT32で約8,7m、 丘陵裾のT28で

約5.4mを沢1る。平野部は東へ向かって低 くなっており、T8が最も高い段にあって約5.Om、 3面重層
のT9～ 15では約4.2m、 古墳～中世の 2面重層のT18～ 20では約4.lm、 第 2面に縄文を検出したT25
を含むT16。 17・ 22～ 27が最も低い段で約3.0～ 3.4mと なっている。

(2)調査の方法 (第 16～18図 )

幅約165m。 長さ10～50mの トレンチ19箇所と、幅0.9m、 長さ15～55mの トレンチ10箇所は重機に

よる掘削を行い、幅 lm、 長さ15～25mの トレンチ 3箇所は人力による掘削を行った。調査対象面積

は42,870ぽ、調査面積は1,455♂である。

(3)基本層序と調査の状況 (第 8表、第16～ 18図、図版12・ 13)

①北側丘陵裾部分 (Tl～ 7・ T38～ 40)

a.基本層序

Ia層 表土 暗褐色シルト質ローム・灰責褐色シルト質ローム

Ib層 盛土 暗灰黄色シルト

Ⅱ 層 中世包含層 黒褐色シル ト・にぶい責褐色粘土

Ⅲ 層 中世遺構検出面 浅黄色粘土質ローム・にぶい責橙色泥岩層

Ⅳ 層 古代以前包含層 ? 灰色粘土質ローム・オリーブ黒色シルト

V 層 地 山 明黄褐色粘土質ローム

地 山 オリーブ黒色粘土質ローム層

地 山 緑灰色砂質ローム層

b.調査の状況

丘陵部 (T33～幻)では、 I層の平均層厚は約20cm、 Ⅱ層は110cmを測るT37を除けば約20～ 40cm、 地表面

から地山 (Ⅲ層)までの深さは、T37が1開cmを測るほかは平均約50cmである。遺構はⅢ層上面で柱穴・溝・

土坑を検出した。遺物は最も丘陵裾側にあるT40を 中心に、土師器 (古代)、 中世土師器・珠洲が出土した。

丘陵裾部 (Tl～ 7)では、 I層 は谷状に深くなっている部分もあり、層厚の平均は約40cmである。
Tl,2・ 7では I層直下が遺構面になっているが、その他のトレンチではⅡ層が谷状に深 くなって
いる部分もあり、Ⅱ層の平均層厚は約20cmで ある。Ⅲ層上面では柱穴・溝 。上坑を検出した。Ⅳ層か

らは土師器が 1点のみ出上しているが、遺構は確認されていない。

②平野部 (T8～ 27)

a.基本層序

Ia層 表土 黄灰色粘土質シルト

Ib層 盛土 黄灰色粘土質シルト

Ⅱ 層 古代 。中世包含層 黒褐色粘土質シルト

Ⅲ 層 古代 。中世遺構面、古墳・古代包含層 オリーブ灰色粘土質シルト

Ⅳ 層 古墳・古代遺構面、古墳包含層 黄灰色粘土質シルト

V 層 古墳遺構面 。縄文包含層 オリーブ灰色粘土質シルト

Ⅵ 層 縄文遺構面 オリーブ黒色粘土質シルト
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b.調査の状況

遺構は、Ⅲ層 。Ⅳ層上面で柱穴・溝・土坑、V層上面で柱穴、Ⅵ層上面で柱穴・溝が検出された。

ただし、Ⅳ～Ⅵ層は遺跡全体に広がっているのではなく、T22～ 25で はⅢ層 (中世・古代面)の 下は

Ⅳ・V層が無 く、Ⅵ層 (縄文面)と なっている。 T18で はⅢ・Ⅳ層を確認した。T12～ 14で はⅢ・

Ⅳ・V層 を確認した。上層の遺構の保護のため、下層の状態を確認できなかった トレンチもあるが、

平野部には概ね 2面または3面の遺構面が広がっていると考えられる。

③南側丘陵裾部 (T28～ 32)

a.基本層序

I層 表土 オリーブ褐色シルト質ローム

Ⅱ層 中世包含層 緑灰色シルト

Ⅲ層 中世遺構検出面・縄文包含層 にぶい責色粘土質ローム

Ⅳ層 縄文検出面 緑灰色砂質シルト

b.調査の状況

I層の層厚はT29では約100cmあ るが、その他のトレンチでは平均約40cmで ある。Ⅱ層はT29イこはな

いが、その他の トレンチでは平均約15cmである。Ⅳ層まで確認したのはT30で、Ⅲ層の平均層厚は約

40cmで ある。中世の遺構は柱穴・滞・土坑で、中央には南北方向の谷がある。縄文の遺構は、一部分

しか深掘りしていないため、平面形は不明である。

第 8表 中谷内遺跡 トレンチー覧

Ⅲ層 V層 V層 V層 遺構
15 穴 2(上師)溝 1

穴 5(上師)溝 3(土師)谷
輛 溝 卜 谷

谷

須恵 砥石 穴 17(須恵。中止 )・ 溝 9(須恵 土師・珠 /1)

土師 珠洲 溝 2

土師 穴 7(土師・珠洲)溝 4谷 (■師)
土 師 グく1

穴 1

露 土師 穴20溝 1

経土 ?須意・土師 穴 1溝 1

上 師 磨製石斧 穴 11

墳土・土師 中土 土師 穴 6溝 1

墳上・須恵 土師 須恵 土師 穴10溝 3(土師)
穴 9溝 2(須恵 上師)

墳 上 溝 2

上師 瀬姜 信楽・唐津 穴12(墳土 土師)

墳土 須恵 土師 墳土 須恵 土師 墳土 穴 7(土師)・溝 1(須恵)

須意 土舗 珠洲

土師 珠洲I・ 越瀬 土師 須意 内黒 穴14(上 師)谷 (縄土 土師)
07( ,膏 ) 土師 ,期 ll 墳土 土師 穴24(上師 須恵 中止 砥石 )

溝 4(須恵 土師 中土・漆器)

珠 洲 土師 穴 1溝 1

墳土 上師 穴 4

纏 土師 須東 中土・珠洲 土 師 穴 4溝 2
iO(V層 ) 墳土 土師 須恵 中土・珠洲 土 師 縄土 墳土 穴20溝 2

編土 土師 須恵 穴 2

穴 3

土 師 縄 土 穴 1?(縄 土)溝 1(中止)
谷 (須恵・土師 珠洲 伊万里)穴 2

縄 土 溝 1(縄土)穴 1(中土 )
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(4)出土遺物 (第 19図、図版14)

遺物は、縄文土器、土師器 (古墳時代 )、 土師器 (古代)。 須恵器、中世土師器・珠洲 。白磁・瀬戸

美濃 。信楽、越中瀬戸・伊万里・唐津、漆器、砥石・磨製石斧が出土した。なお、平成 7年度に氷見

市教育委員会が行った分布調査では土製羽口・鉄淳も出上している。

1は磨製石斧である。 2～ 8は古墳時代の土師器である。 2・ 3は高杯の脚部である。 4・ 5は甕

で「く」の字状口縁を呈する。 6は壼の外部で、外面ヘラケズリ、内面ミガキを施す。 7・ 8は椀で

ある。 7は内面にミガキを施す。 9～ 12は須恵器である。 9。 10は杯蓋である。11は杯で底部はヘラキ

リである。12は壷の底部である。13～ 15は置き篭である。14は底部で外面にハケメ、内面には成形の

ための指頭圧痕が残る。16～ 19は 中世土師器皿である。口縁部には横ナデを施し、底部外面は無調整

である。13世紀～14世紀前半頃のものである。20・ 21は珠洲悟鉢である。22は 中国製白磁の底部であ

る。削り出し高台で、内面及び外面の高台外側まで釉がかかる。23は 瀬戸皿で、見込みに印花文を施

し、底部外面には輪 ドチ痕が残る。16世紀のものである。

(5)調査の結果 (第 16～ 18図 )

北側の丘陵部 (Tl～ 4・ 33～ 40)で は、中世の遺構面を検出した。平野部では、標高の高い北西

部分 (T8～ 15)に 3面の遺構面の存在が推定される。第 1遺構面は古代 。中世、第 2遺構面は古墳

時代・古代、第 3遺構面は古墳時代である。北側と中央部分 (T5～ 7・ 16～ 21)に は 2面の遺構面

の存在が推定される。第 1面は古代・中世、第 2面 は古墳時代・古代である。標高の低い南東部分

(T22～27)に は 2面の遺構面が推定される。第 1面は古代・中世、第 2面は縄文時代である。南側の

丘陵裾部 (T28～ 31)では、第 1遺構面で中世、第 2遺構面で縄文時代の遺構が検出された。

本調査対象面積は、42,870♂で、そのうち遺構面が 1面の範囲は7,290♂ 、 2面の範囲は23,270ぽ、

3面の範囲は10,920♂であり、延べ面積は86,590だである。 (越前慎子)

T5(18) T12(1) T13(2,4) T18(3・ 5イ ・ 9・ 14・ 15・ 21)

T24(23) T25(8) T26(13・ 22) T29(16) T40(12)
第19図 中谷内遺跡出土遺物 (1
T19(10) T20(11,19) T21(17)

:4)
T23(20)



8 中尾横穴墓群
(1)調査対象地 (図版 4)

中尾横穴墓群とされていた調査対象地は、南部山地 (早借山地)に連なる荒館丘陵の一部で、中尾

山の字名をもつ小丘陵の斜面である。現況は山林である。標高は、最も高いT6・ 7で約21～ 23m、

最も低いTlで約■mを測る。

(2)調査の方法 (第20図 )

幅約 1～ 2.6m・ 長さ約 7～30mの トレンチを北側斜面に2段 2箇所と西側斜面に3段 7箇所設けて

地山まで人力による掘削を行った。東側斜面は崩落していたため、 トレンチは設定しなかった。調査

対象面積は4,010♂、調査面積は252ぽである。

(3)基本層序

I層 表土 黒掲色シルト質ローム

Ⅱ 層 地 山 にぶい責褐色ローム

Ⅲ 層 地 山 灰黄褐色泥岩

(4)調査の状況 (第 9表、第20図、図版15)

遺物は、最も低い位置に設けたTlで、珠洲の破片が 3点出上したものの、遺構はいずれの トレン

チからも検出されなかった。

(5)調査の結果 (第20図 )

今回調査を行った範囲では、遺跡は確認されなかった。 (越前慎子)

滲霊

〕                             50m |    1 包蔵地確認調査対象地

■  中世の遺物

第20図  中尾横穴墓群 トレンチ位置図 (1:1,000)
トレンチ番号 全長 (m) 堀削深度(m) I層 ‖層 Ⅲ層 遺構

Tl 10 珠洲

T2

T3 7

T4

T5 7 1.4

T6

T7

T8

T9

第 9表 中尾横穴墓群 トレンチー覧
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9 中尾茅戸遺跡
(1)調査対象地 (図版 4)

中尾茅戸遺跡は、上庄川支流の紅谷川上流右岸、千久里山から南に廷びる小丘陵や中尾山に挟まれ

た谷奥に立地する。今回の調査対象地は、丘陵裾に位置する茅戸池跡地にあたり、北側には、平成14

年度に実施された発掘調査で、古墳時代の集落跡が確認された中尾茅戸遺跡A地区が隣接することか

ら、遺跡範囲の拡がる可能性が想定されていた。現況は荒蕪地である。標高は現況で約1lm、 北側の

谷平野からは一段高くなっており、比高差は約 4mを測る。

(2)調査の方法 (第21図 )

幅約1.8m・ 長さ約50～ 60mの トレンチを2箇所設定し、重機により掘削を行い、人力で遺構及び土

層断面の検出を行った。調査対象面積は6,500♂、調査面積は180ドである。

(3)基本層序

I層 旧茅戸池埋土 廃土 (約 165～ 350cm)

Ⅱa層 灰色粘土など (約35～ 55cm)

Ⅱb層 オリーブ灰色粘土 (約25～ 50cm)

Ⅲ 層 地 山 オリーブ灰色粘土

※ 下層確認のため一部で深掘りを行い、現況面より4～ 5m掘削してみたところ、T2ではⅡb
層とⅢ層の間にⅡc層 (オ リーブ灰色粘土)、 Ⅱd層 (暗オリーブ灰色粘土)を確認した。

(4)調査の状況 (第 10表、第21図、図版15)

調査対象地は、旧茅戸池の埋め立てに伴う廃土 (I層)が、丘陵側で約1.7m、 旧茅戸池中央付近で

は約3.5mと厚く堆積している。調査は廃土を取り除かずに、そのまま現地表面から掘削しているため、

地山 (Ⅲ層)は部分的に4～ 5m深掘りして確認したにすぎず、遺構を検出することはできなかった。

遺物は、Tlの Ⅱa層中より上師器片 1点を検出しているが、摩滅した小破片のため詳細な帰属時期

などは不明である。なお、T2で検出されたⅡc層は中尾茅戸遺跡A地区で確認された古墳時代～近

世遺物包含層、Ⅱd層は古墳時代遺物包合層に相応するものと思われるが、今回の調査では遺物を検

出することはできなかった。

(5)出土遺物

土師器片 1点を検出しているが、小破片のうえ摩減が激しいため図化できなかった。

(6)調査の結果 (第21図 )

調査対象地は、北側に接する谷平野で検出された古墳時代の集落遺跡との関連が想定されていたが、

今回の調査では、遺構及び遺物を検出することはできず、中尾茅戸遺跡の遺跡範囲の拡張などを確認

することはできなかった。

(長瀬 出)

トレンチ番号 全長(m) 掘削深度(m) I層 ‖a層 ‖b層 Ⅲ層 遺構

Tl 50 土師

T2 50

第10表 中尾茅戸遺跡トレンチー覧
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Ⅳ 自然科学分析

NEJ‐17埋蔵文化財包蔵地出土貝類同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じめ に

NE」 -17埋蔵文化財包蔵地は、仏生寺川中流部に左岸から合流する支流によって、深原から矢田部

にかけて形成している支谷内の谷底平野に位置する。本遺跡では、標高約2.8m付近から貝化石の集中

層が検出されている。この貝層は、標高および周辺地形から縄文海進時に形成したと考えられている。

そこで、今回は、貝の種類を調べて当時の環境を検討するために、貝類同定を実施する。

1日 試料

試料は、5ト レンチ深掘から採取された貝類である。この中には、砂が付着した貝類が多数混入し

ている。

2コ 分析方法

貝類に付着している砂分を水洗して除去し、乾燥させる。乾燥後、試料を肉限およびルーペにより

種と部位の同定を行う。なお、同定は金子浩昌先生 (元早稲田大学)の協力を得た。

3日 結果

出上 した貝類の分類群一覧を第11表

に、同定結果を第12表 に示す。以下、検

出された種類ごとに記載する。検出され

た種類は、 5日 9科 11種である。なお、

分布 。生息域 に関 しては、奥谷 ほか

(2000)を 参考とする。

・イボウミニナ

開放的な内湾の潮間帯中部～下部にか

けて生育する種類である。成貝27イ団体、

幼貝 6個 体検 出 され る。最大殻高

33.4211m。

・カワアイ

内湾の潮間帯・泥地にかけて生育する

種類である。成貝37個体、幼貝 1個体検

出される。最大殻高27.61mm。

・ムギガイ

北海道南部以南の潮間帯～潮下帯岩礁

にかけて生育する種類である。 2個体検

出される。殻高10.14mm、 10.44-で ある。

軟体動物門 Phylum Mtt usca

腹足率岡 Ctass Gastropoda

前無亜許岡  Subctass Prosobranchia

盤足 目  Order Discopoda
ウミニナ科 Famiy Baj‖ attidae

イボウミニナ βaど ,I′βrFa zO,ar,s
フトヘナタリ科  Fam‖ y Potamididae

カワアイ Oθ r打カアJθβ (Cerrどん
'Jθ

Ops,1/a)Jya"ar,θ nd,s

新腹足目 Order Neogastropoda
フトコロガイ科  Columbe lidae

ムギガイ Vttrθ ,ra b,cゎθra

二枚貝綱 Ctass B陀 訓via

翼形亜綱  Subciass Ptettomophia

フネガイロ Order Arcoida
フネガイ科 Fam‖y Arcidae

サルボウガイ Sθβp力 arθa々agOsカテ阿θ,s,s
カキロ Order ostreoida

ナミマガシワ科 Fam‖y Anom�dae

ナミマガシワ Aηοp,テJaθ θんわθ,s,s
異歯亜綱 Order Heterodonta
マルスダレガイロ Order veneroida
ハナシガイ科 Fam‖y Thyasridae

マルハナシガイ とθρraxi,ys Ferrv9,,Os,s
ニッコウガイ科 Fam‖y Telhidae

イチョウシラトリ Vθ r,sca θβpsO,Jθ s
マルスダレガイ科 Family Venendae
シラオガイ C,「θθ (F7θ J'θ Frθθ)sv′cara

アサリ  月v」デrapθ s p肘ザゎρ,parv胸
ウスハマグリ/シ ロウスハマグリ
Pttaryapο ,デ文υs/P ,09yθ IP'デ

シジミ科  Famtty Corbicuidae
ヤマトシジミ Cο rb,θvra Fapοβテca

第11表 NEJ-17検出貝類の分類群一覧
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地 点 採取日 分類群 吉F位 数 量 計測値 (mm) 分 布 生息域

５

ト

レ

ン

チ

深

掘

20020717 イボウミニナ(成貝)

(幼貝)

本体 殻高 :100±

～3342
北海道南部以南の

インド・西太平洋域

やや開放的な内湾の
潮間帯中部～下部,泥底本体

カワアイ (成貝)
(幼貝)

本体 殻高 :40
-2761

房総半島・山口県北部以南,
インド・西太平洋域

内湾の潮聞帯,泥地
本体 1

ムギガイ 本体
殻高 :1014,

1044
北海道南部以南 潮間帯～潮下帯岩礁

サルボウガイ 左殻
殻長 :620
～5631

東京湾から有明海,沿海州南部
～韓国,黄海,南シナ海

潮下帯上部～水深20mの
砂泥底右殻 24

破片

ナミマガシワ 左殻 1 北海道南部以南の西太平洋 水深20m以浅の岩礫底

マルハナシガイ 左殻 1 相模湾～九州, 日本海西部 水深10～ 50mの砂泥底

イチョウシラ トリ 右殻 破損 1 殻長 :473
-2111

北海道南西部以南,
東南アジア,イ ンド洋

内湾湾奥部や河口部の
潮間帯中下部泥底不明 破片3

シラオガイ 左殻 殻長 :2241

～4418
房総半島以南, 日本海西部,
インド・西太平洋

潮間帯下部～水深20mの
砂底右殻

アサリ 右殻
北海道～九州,朝鮮半島,
中国大隆沿岸

潮間帯中部～水深10mの

砂礫泥底

ウスハマグリ/
シロウスハマグリ

左殻 1 殻長 : 1820

ウスハマグリ:房総半島～九州
シロウスハマグリ :

相模湾～九州, 日本海西部

ウスハマグリ :

水深 5～50mの細砂底,
シロウスハマグリ :

10～ 100m

ヤマ トシジミ 左殻 1 殻長 !2679 本州～九州 河口汽水域の砂底

不明 破片 多数

第12表 NE」 -17貝類同定結果

・サルボウガイ

東京湾から有明海、沿海州南部～韓国、黄海、南シナ海の潮下帯上部～水深20mの砂泥底に生育す

る種類である。左殻27、 右殻24、 左右不明破片 6検出され、左殻と右殻がほぼ同数検出される。殻長

6.20～ 56.31を測り、成貝だけでなく、若貝もみられる。

・ナミマガシワ

北海道南部以南の西太平洋の水深20m以浅の岩礫底に生育する種類である。左殻 1のみ検出される。

・マルハナシガイ

相模湾～九州や日本海西部の水深10～ 50mの砂泥底に生育する種類である。左殻 1のみ検出される。

・イチヨウシラトリ

北海道南西部以南、東南アジア、インド洋の内湾奥部や河口部の潮間帯中下部泥底に生育する種類

である。右殻 1、 左右不明破片 3検出される。右殻は、一部破損している。殻長は、4,73～ 21.1lmm

を測る。

・シラオガイ

房総半島以南と日本海西部、インド・西太平洋の潮間帯下部～水深20mの砂底に生育する種類であ

る。左殻 9、 右殻16検出される。殻長は、22.41～ 44.181xmを 測る。

。アサリ

北海道～九州、朝鮮半島、中国大陸沿岸の潮間帯中部～水深10mの砂礫泥底に生育する種類である。

右殻 2検出される程度である。

・ウスハマグリ/シ ロウスハマグリ

ウスハマグリが房総半島～九州の水深 5～ 50mの細砂底に、シロウスハマグリが相模湾～九州や日

本海西部の10～ 100mに 生育する種類である。左殻 1検出される。殻長は、18.20mmを測る。

・ヤマトシジミ

本州～九州の河口汽水域の砂底に生育する種類である。左殻 1検出される。殻長は、26.79mm。
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4.考察
検出された貝の中で、マルハナシガイ、ウスハマグリなど少数の深度の深い棲息域の貝種を除くと、

他の種類はいずれも内湾の浅海砂泥底を生息域にする。これら内湾砂泥底に生息する種類の大部分は、

当時の氷見湾奥に棲息していた貝種とみてよいであろう。特にサルボウガイが多産していることは、

本種がこのような環境下に棲息する代表的な種類であり、水域環境の様相を良く示していると言える。

以上のことから、本貝層が自然に形成したものと仮定すると、浅い海域カミ存在していたことが伺え、

当時遺跡周辺は内湾のような環境であったと推測される。今後、放射性災素年代測定による本貝層の

形成年代の把握、珪藻分析による堆積環境変遷の検討、さらに本貝層と同時異層の分布状況などを把

握することで、本遺跡周辺のより詳細な環境復元を行うことが可能になると考える。 (植木 真吾)

―-32-―



V 小 括

平成14年度に行った 4箇所の埋蔵文化財包蔵地と5遺跡の調査の結果は、次のとおりである。

lo NE」 -15埋蔵文化財包蔵地では、第 1遺構面で中世、第 2遺構面で古墳時代の集落を確認し、

惣領野際遺跡とした。本調査対象面積は14,200ドで、 2面あるため延べ面積は28,400♂である。今後の

調査によって、周辺の古墳群との関係や中世における集落の様相が解明されることを期待したい。

2.NE」 -16埋蔵文化財包蔵地では、第 1遺構面で古代 。中世の集落、第 2遺構面で弥生終末期～

古墳時代前期・縄文の集落を確認し、惣領浦之前遺跡とした。本調査対象面積は9,900ぽで、 2面ある

ため廷べ面積は19,800♂である。隣接する惣領野際遺跡と合わせて検討することにより、仏生寺川流

域の丘陵先端から平野部における開発過程の一端が解明されるであろう。

3.NE」 -17埋蔵文化財包蔵地では、今回の調査範囲内に追跡は確認されなかった。
4.NE」 -18埋蔵文化財包蔵地では、今回の調査範囲内に遺跡は確認されなかった。
5。 正保寺遺跡では、調査対象地の南西半分において遺跡の広がりを確認した。丘陵斜面では 2箇所

の平坦面を中心に古代の遺跡を確認し、丘陵裾で中世の遺構面を検出した。上位平坦面の南端部では

基壇状の盛土とピット1基を確認した。地名の由来と推測される社寺との関連も考えられるが、詳細

の解明は今後の調査を待ちたい。本調査対象面積は8,600♂で、丘陵斜面 (古代 )、 丘陵裾 (中世)と

も単層である。

6.栗原A遺跡では、丘陵斜面から裾にかけて遺跡の広がりを確認した。古代単層で、本調査対象面

積は3,100♂である。なお、今回の調査対象地から除外された市道より南側の谷平野部にも遺跡範囲が

広がる可能性があり、今後調査などによる確認が必要である。また、近隣の栗原B遺跡との関連も今

後の調査課題とされる。

7.中谷内遺跡では、丘陵から平野部にかけて遺跡の広がりを確認した。北側丘陵斜面から丘陵裾に

かけては中世の遺構面を確認した。平野部では古墳時代・古代・中世にわたる 2～ 3面の遺構面を確

認した。南側の丘陵裾では縄文・中世の 2面の遺構面を確認した。本調査対象面積は42,870rで、う

ち遺構面が 1面の範囲は7,290♂ 、 2面の範囲は23,270♂、 3面の範囲は10,920♂で、廷べ面積は86,590

♂である。今後の調査においては、平野部では縄文から中世に至る集落遺跡の展開を追うことが可能

と推沢1さ れ、丘陵斜面から裾部にかけては、立地条件から中世山城等特殊な性格をもつ遺構が存在す

ることも考えられる。

8。 中尾横穴墓群と推定されていた調査対象地では、今回の調査範囲内に遺跡は確認されなかった。

9.中尾茅戸遺跡に隣接する茅戸池跡地は、当初中尾茅戸遺跡の広がりが予想されたが、今回調査 し

た範囲では遺跡の広がりは確認されなかった。

10。 NE」 -17埋蔵文化財包蔵地では、泥岩層まで深掘 りした際に泥岩層直上にあった貝層から採集

した貝類の同定を行った。その結果、少数の深度の深い生息域の貝類を除いては、内湾の浅海砂泥底

を生息域とする貝類に同定され、このことから当時遺跡付近は内湾のような環境であったと推定され

た。検出した泥岩層は中新世後期から鮮新世中期 (600～ 300万年前)に堆積してできた阿尾泥岩層と

考えられ、同定試料を採取した貝層は縄文海進期に形成された層と推定される。今後、当貝層採集試

料の放射性炭素年代測定等により、周辺のより詳細な環境復元が可能になると考えられる。
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第22図 今回の調査により新たに確認された遺跡の位置 (1:25,000)

―-34-―



引用 。参考文献

石川考古学研究会 。北陸古代土器研究会 1988『シンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題』

上田秀夫  1982「 14～ 16世紀の青磁碗の分類について」『貿易陶磁研究』No2 日本貿易陶磁研究会

上原真人  1994「 日常生活の道具 入れもの」『季刊考古学』第47号

大川 清他 1996F日本土器事典』雄山閣
奥谷喬司・窪寺恒己・黒住耐二・斎藤 寛・佐々木猛智・土田英治・土屋光太郎 。長谷川和範・濱谷
巌・速水 格・堀 成夫・松限明彦 (2000)『 日本近海産貝頚図鑑』.奥谷喬司編,■73p"東海大学
出版会 .

小田木治太郎 1989「北陸東部における古墳開始期の上器様相」『北陸の考古学Ⅱ』石川考古学研究会

川端 誠  1996「北陸地方の木製食器の概要」 F第39回埋蔵文化財斬究集会 古代の木製食器』
久々忠義  1986「富山県における「月影式」土器について」 Fシ ンポジウム「月影式」土器について』

報告編、石川考古学研究会

小島清文  1962『氷見市地名考』氷見報知新聞社 桶元吉郎
国土地理院 1995『 1:25,000 地形図 飯久保』

1996『 1:50,000 地形図 氷見』
1998『 1:25,000 地形図 氷見』

財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 1996『梅原護摩堂追跡調査報告 (遺物編 )』

寒川 旭  1992『地震考古学―遺跡が語る地震の歴史―』中公新書
珠洲市立珠洲焼資料館 1989『珠洲の名陶』

瀬戸市史編纂委員会  1993『瀬戸市史Ⅳ』

高橋浩二  2000「古墳出現期における越中の上器様相」『庄内式土器研究XXⅡ 』庄内式土器研究会

竹内理三他 1979F角川日本地名辞典 16 富山県』角川書店
田島明人  1986「Ⅳ考察―漆町遺跡出土土器の編年的考察―」『漆町遺跡 I』

石川県埋蔵文化財センター

上野 章  1972『6.弥生時代 附 古式上師器 富山県史 考古編』富山県
富山県埋蔵文化財センター 2000『富山県埋蔵文化財包蔵地地図』平成12年加筆訂正

富山県立氷見高等学校歴史クラブ 1964『富山県氷見地方考古学遺跡と遺物』

富山大学人文学部考古学研究室  1989『越中上末窯』

中葉博文  1980『氷見市地名の研究』日本地名研究所

奈良国立文化財研究所 1993『木器集成図録 近畿原始編』
伯水正英  1963『上庄村史』上庄村史編纂委員会

氷見市教育委員会 1998『朝日山城跡―七軒町地区急傾斜地崩壊防止工事に先立つ発掘調査―』

2001『新保南遺跡』

2001『柳田布尾山古墳 第3次調査の成果』
氷見市教育委員会・富山大学考古学研究室 1995『氷見市埋蔵文化財分布調査報告Ⅱ 1994年度』

1996F氷見市坦蔵文化財分布調査報告Ⅲ 1995年度』

氷見市編さん委員会  2002『氷見市史 7 資料編五 考古』
1999『氷見市史 9 資料編七 自然環境』

森田 勉  1982「 14～ 16世紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁研究』No 2 日本貿易陶磁研究会

吉岡康暢  1991『 日本海域の上器 。陶磁 [古代編]』 六興出版

19И F中世須恵器の研究』吉川弘文館

一-35-―



(1953年 11月 撮影)

NEJ‐ 15。 16・ 17・ 18・ 正保寺遺跡航空写真 (1952年 11月 撮影)
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図版 2 NEJ‐ 15・ 16・ 17・ 18・ 正保寺遺跡航空写真
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(2000年 5月撮影)



(2000年 5月 撮影)図版 3 粟原A遺跡 。中谷内遺跡航空写真
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(1953年 4月撮影)

図版 4 中尾横穴墓群 。中尾茅戸遺跡航空写真
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(2000年 5月 撮影)
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図版 6 NEJ… 15出土遺物 (写真中の番号は第 4図に対応)
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図版 7 NEJ-16
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図版 8 NE」 -16出上遺物 (写真中の番号は第 6図に対応)
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才図版 9 NE」 -17
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T10作業風景 2.T12全景 3.T20遠物 4.T21全景
出上遺物  (写真中の番号は第13図 に対応)

図版10 正保寺遺跡

―-45-―



T2遺構 3 T2作業風景 4.
T4違構と違物 7 出土遺物

μT“
"rl~~         

「

T4全景

(写真中の番号は第14図 に対応)

Tl土層

T4土層

図版11 粟原A遺跡
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図版12 中谷内遺跡

―-47-―



図版13 中谷内遺跡 1
5
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図版14 中谷内遺跡出土遺物 (写真中の番号は第19図に対応)
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